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業種に拘らず全ての事業所で
労働災害防止の取組みを

「STOP転倒災害プロジェクト2015」で
転倒災害防止の取組みを

会員の皆様には、ご健勝にて益々ご活躍のこととお慶
び申し上げます。
◆定時社員総会報告

まずは、去る５月27日（水）平成27年度定時社員総会
が開催され前年度の事業報告及び決算報告、本年度の事
業計画・予算（案）についてご承認頂き無事終了しまし
たことを報告いたします。

前年度の事業活動も会員皆様のご理解と行政各位のご
指導を賜りながら円滑に推進することができました、こ
こに改めて厚く御礼申し上げます。
◆全国安全週間にあたり

さて全国安全週間を迎えるにあたり昨年の安全成績が
資料としてまとめられ皆さまもご覧になっていることと
存じますが、全国の労働災害による死傷者数（休業4日
以上）は長期的には減少傾向を示していますが、平成22
年以降増加に転じ、平成25年一時的に減少したものの平
成26年は再度増加したそうです。

千葉県では死傷者数については、平成11年以降5000件
前後で横ばい状態が続いているものの、死亡者数の推移

盛夏の候、茂原労働基準協会の皆様におかれましては
当署の労働基準行政運営に格別の御協力をいただき感謝
申し上げます。
◆職員の異動

また、平成27年度も早三ヶ月が過ぎますが、別項に紹
介がありますとおり、４月の人事異動で当署の課長３名
を含む４名の職員が替わり一新しております。正規職員
７名の当署ではありますが、会員皆様のお力添えを頂き
労働基準行政を推進して参りますので本年度もよろしく
お願いいたします。
◆労働基準行政の運営方針

さて、平成27年度千葉労働局の労働基準行政全体とし
て「働き方改革の推進と安心して安全かつ健康に働くこ
とができる職場づくり」を運営方針の目標に掲げており
ます。その最重点の施策を「建設業における労働災害防
止対策」と「働き方改革の推進」とし、局署ともに取り
組むこととしています。ここでは定時社員総会でもふれ
ましたが、転倒災害の防止について簡単にアピールした
いと思います。
◆転倒災害の状況

転倒とは「人がほぼ同一平面上で転ぶ場合（つまずき、

につては平成23年をピークに以
降３年連続で増加しているとの
こと。
◆リスクへの対応

これを産業別にみると、製造業・建設業・運輸交通貨
物業で全体の半数を占めていますが近年は第三次産業で
増加傾向にあるそうです。中でも転倒・転落災害の増加
が顕著です。

転倒・転落事故は業種や作業の内容を問わず全ての人
の業務に起こりうるリスクであり、各行政機関から発信
される資料等を元に全ての事業所で真摯に対応していか
なければならない問題と感じています。
◆協会活動を通じて

当協会としても本年度の事業実施計画に盛り込んだよ
うに各種技能講習会、安全・衛生管理講習会、各種説明
会等の種々の活動を通じ各事業所の取り組み施策の一助
となるよう活動していく所存です。

最後に、会員各社益々のご繁栄と、皆様のご健勝を祈
念申し上げご挨拶とさせていただきます。

滑りにより倒れた場合等）」を
いい、この転倒災害は全ての業
種の職場・作業場で発生しています。全国の発生状況を
みますと休業４日以上の死傷災害全体の２割以上を転倒
災害が占めております。千葉局全体、また茂原署管内に
おいても同様に２割を超える状況にあり、災害の型別で
最も件数の多い災害となっています。
◆STOP転倒災害

このような状況を受け、平成27年度の重点主要施策の
一つとして、「STOP転倒災害プロジェクト2015」を推
進して行くこととなりました。別項にも記載があります
が、先ずは、厚生労働省のホームページを開いて転倒災
害プロジェクトとサイト検索していただき、同プロジェ
クトの特設サイトをご覧ください。転倒災害の概要、防
止対策の好事例、効果のある保護具・設備対策等々が掲
載されております。
◆会員皆様へのお願い

それらを参考に会員皆様の事業場で今一度職場巡視等
を行い、職場環境の改善や労働者の意識啓発に努めてい
ただければと思います。

（一社）茂原労働基準協会　会長　平 田 　 剛

茂原労働基準監督署　署長　阿 部 裕 之
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平田会長 阿部茂原労働基準監督署長様

去る５月27日16時より茂原市内大和屋旅館において、会員55社（委任状を含む総出席者333社）の出席のもと、
平成27年定時社員総会が開催されました。

本総会には、来賓として茂原労働基準監督署阿部裕之署長様・竹中監督課長様・篠田安全衛生課長様ご臨席を頂
きました。

始めに、平田会長より当協会の事業活動について会員各位のご理解ご協力に対する謝辞が述べられた後、議案の
審議に入り、各号議案について全会一致で承認されました。

平成27年 定時社員総会（その１)

議　事
　議案第１号　平成26年度事業報告及び決算内容報告の件
　議案第２号　平成27年度事業計画（案）及び予算（案）報告の件
　議案第３号　辞任理事並びに理事選任の件
　　　　　　　理事４名の辞任により、新たに理事４名が選任されました。
　議案第４号　支部組織見直しの件

近年の会員数の減少により、各支部での会員数も大幅な差異が生じています。
よって、支部組織の見直しを検討し、具体的には支部の結合等を中心に、本部理事会で審議し、
平成28年定時社員総会で提案することにいたしました。

平成26年度 決算報告 平成26年度
技能講習・特別教育受講実績単位：円

技能講習 受講者数
玉掛け技能講習 80
フォークリフト運転技
能講習 72

有機溶剤作業主任者技
能講習 68

特別教育 受講者数
新入者安全衛生教育 65
安全管理者選任時研修 23
危険予知訓練（KYT）
実践講習 65

職長・安全衛生責任者教育 55
５トン未満クレーン運
転特別教育 52

粉じん作業特別教育 54

区　　　分 営利事業 非営利事業 合　　計

経
常
収
益

受取会費 会費収入 0 3,412,500 3,412,500 
事業収益 労働保険委託手数料 737,500 0 737,500 

労働保険事務手数料 82,500 0 82,500 
労働保険取扱報奨金 1,029,300 0 1,029,300 
講習会等手数料 4,637,848 0 4,637,848 
物販販売費 970,679 0 970,679 
健診委託料 1,227,827 0 1,227,827 

雑 収 益 受取利息 0 440,772 440,772 
雑収益 0 1,877 1,877 

合　　　　　計 8,685,654 3,855,149 12,540,803 

経 常 費 用 8,014,012 4,263,167 12,277,179 

当期経常増減額 671,642 -408,018 263,624 
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平成27年度 収支予算 単位：円

平成27年度 代表理事・理事・監事

新規加入会員のご紹介 敬称略

役　職　名 氏　名（敬称略） 会　社　名 備　　考

代表理事（会長） 平 田 　 　 剛 ㈱ジャパンディスプレイ

理　事（副会長） 戸井田　英　一 三井化学㈱ 茂原支部長

〃 君 塚 俊 秀 双葉電子工業㈱

〃 長 島  健 Ｋ＆Ｏエナジーグループ㈱

理　　事 相 葉 幸 雄 ㈱電洋社 大原支部長

〃 吉 野 　 剛 ＴＯＴＯプラテクノ㈱ 勝浦支部長

〃 長谷川　賢　一 日本合成化工㈱ 大多喜・夷隅支部長

〃 大　谷　志津江 伊勢化学工業㈱ 一宮支部長

〃 佐久間　祥　一 日本ロストワックス㈱ 白子・本納支部長

監　　事 鵜 澤 浩 子 トーヨーカラー㈱

〃 藏 野 　 透 神保電器㈱

平成27年 定時社員総会（その２)

会 社 名 所　在　地

パナソニック環境エンジニアリング㈱ 茂原市

社会福祉法人　茶ノ木台くらぶ いすみ市

　被表彰者は、平
成10年より「粉じ
ん作業特別教育」
の講師をご担当さ
れ、昨年勇退され
ました。
　永年の協会への
功労に対し感謝状
が贈呈されました。

鴨 　 省 次 郎 様

協会感謝状贈呈• •

経
常
収
益

受取会費 会費収入 3,412,500

事業収益 労働保険委託手数料 737,500

労働保険事務手数料 82,500

労働保険取扱報奨金 1,029,300

講習会等手数料 4,803,112

物販販売費 970,679

健診委託料 1,227,827

雑収益 受取利息 440,772

雑収益 1,877

合　　　　　計 12,706,067

経 常 費 用 12,282,179

当期経常増減額 423,888
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※STOP！転倒災害プロジェクト2015
　転倒災害は休業４日以上の死傷災害の２割以上で
最も件数が多く、特に、高年齢労働者が転倒災害を
発生させた場合にその災害の程度が重くなる傾向に
あります。今後、労働力人口の高齢化の一層の進行
が見込まれることから、職場における総点検と対策
の徹底により、安心して働ける職場環境の実現を目
的として実施するものです。
　取組期間は平成27年１月20日から12月31日まで
とされており、安全週間の準備月間である６月は、
重点取組の一つとして職場巡視等により、転倒災害
防止対策の実施（定着）状況の確認を行うとされて
います。
　詳しい内容は、厚生
労働省ホームページ→
雇用・労働→労働基準
→職場のあんぜんサイ
トより御確認頂けます。

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施され、一度も中断することなく今年度で88回目となります。

③その他
ア　安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安

全関係資料の配布等のほかホームページ等を通じた
自社の安全活動等の社会への発信

イ　労働者の家族への職場の安全に関する文書の送
付、職場見学等の実施による家族の協力の呼びかけ

ウ　緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
エ　「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備

期間にふさわしい行事の実施

平成27年度全国安全週間（平成27年７月１日～７日）の実施について

平成27年度 全国安全週間

◆労働災害の状況
労使の努力により労働災害は長期的

には減少していますが、平成26年度上
半期は労働災害が大幅に増加し、８月
に緊急対策を講じたものの前年を上回
る結果となりました。

この背景には、消費税増税前の駆け
込み需要や大雪の影響のほか、産業活
動が活発化する中で人手不足が顕在化
し、職場に潜む危険要因を察知できる
だけの経験がない未熟練労働者が増え
ていることや企業の安全管理体制のほ
ころびが想定され、また、重篤な災害
が少ない第三次産業では安全意識が十
分とは言い難い状況も考えられます。
◆スローガン

今年度のスローガンについては、安心して働くこと
ができる職場づくりを目指すに当たり、職場をあげて
危険個所を発見し、速やかに労働災害防止対策を講じ
ることを通じて事業場の安全意識を醸成することが重
要であるという観点から、

「危険見つけてみんなで改善
　　　　　意識高めて安全職場」

となりました。
この全国安全週間を契機として、それぞれの職場で、

労働災害防止の重要性を認識して、安全活動の着実な
実行を図り、安全職場を実現しましょう。
◆実施御依頼事項

安全週間及び準備期間中（平成27年６月１日～30日）
に各事業場で実施していただきたい事項は次のとおり
です。
①共通事項
ア　安全大会等で経営トップによる安全への所信表明

を通じた関係者の意志の統一及び安全意識の高揚
イ　安全パトロールによる職場の総点検の実施
②特別重点事項
ア　転倒災害防止対策の取組（定着）状況の確認（※）

イ　足場等に係る改正労働安全衛生規則への対応状況
の確認
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平成27年４月１日付の人
事異動により茂原労働基準監
督署の職員が替りましたので
ご紹介させて頂きます。

◎印を付けた職員が転入
職員です。会員の皆様よろし
くお願いいたします

茂原労働基準監督署　人事異動情報

署 長 　阿 部 裕 之
監 督 課 長 ◎竹　中　広治郎 千葉労働局企画室より転入

安全衛生課長 ◎篠　田　　　一 千葉労働基準監督署より転入

労 災 課 長 ◎前　田　三枝子 千葉労働基準監督署より転入

労働基準監督官 　小 泉 達 彦
庶務担当事務官 ◎木 川 政 之 千葉労働基準監督署より転入

労災担当事務官 　小　田　麻美子

茂原労働基準監督署　　用務案内 電話：0475－22－4551

監督課
　◦適用事業報告・就業規則届受付
　◦労働時間に関する各種届受付
　◦賃金・労働時間・解雇等労働条件関係各種相談
総合労働相談コーナー
　◦労働問題全般に関する相談
　◦都道府県労働局長による助言・指導
　◦紛争調整委員によるあっせん

　安全衛生課
　　◦労働者死傷病報告受付
　　◦各種健康診断報告受付
　　◦設置届及び特定機械等の検査
　　◦安全衛生関係各種相談
　労災課
　　◦労働保険適用関係
　　◦労災保険給付に関する各種請求受付及び相談

くないと感じます。悩みの無い職場づくりに関して皆様
の一助となれるよう努力いたしますので、よろしくお願
いいたします。個人的には“ワーク・ライフバランス”
よりも“ライフ・ワークバランス”を目指しております。

迅速で適正な給付手続きのために、事業主の皆様に
はご協力をお願いすると思いますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

り』に取り組んでいただいておりますが、
皆様のご協力をいただきながら、そのお
手伝いをさせていただけたらと考えてお
りますので、よろしくお願いいたします。

平成27年４月１日付で監督課長
として着任しました竹中と申しま
す。千葉では千葉署、船橋署、東金
署のほか、労働局企画室の勤務を経
てまいりました。
これまで様々な労働問題に触れ

てまいりましたが、労働者以上に企
業側が悩んでいるということも少な

平成27年４月１日付で千葉労働
基準監督署より茂原労働基準監督署
の労災課長に任命されました前田と
申します。
労災事故が不幸にも発生したと

きは、請求手続きなどについて丁寧
に説明いたしますので、お気軽に監
督署にご相談ください。

平成27年４月１日付で安全衛生
課長として着任いたしました篠田と
申します。会員の皆様などが、より
気軽にご相談していただけるような
雰囲気づくりを心掛けていきたいと
思っておりますので、何かありまし
たら、お気軽にご相談ください。
皆様には、『安全安心な職場づく

たり、お話したりする機会は少ないと思われますが、茂
原署の一員として仕事をうまく回していきたいと考えて
います。よろしくお願いします。

監督課　課長

竹中広治郎

労災課　課長

前田三枝子

安全衛生課　課長

篠田　一

監督課　業務係長

木川　政之

転入職員の自己紹介

みなさんこんにちは。平成27年
４月１日に監督課業務係に配属され
た木川と申します。
以前にも業務係として勤務して

いた事があり、何もかも懐かしい限
りです。
業務係は主に裏方の仕事になり

ますので、みなさんと直接お会いし
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今村課長様

茂原会場

小島課長様

問い合わせ先：（一社）茂原労働基準協会（℡0475-23-5276）

協会掲示板（その１）

平成27年度の説明会及び交通
安全講話を６月２・５日に亘り、
夷隅文化会館・茂原市役所・市民
室にて138名（112社）の参加を頂
き開催いたしました。

説明会では、茂原労働基準監督
署阿部署長・篠田安全衛生課長様
より、週間の趣旨、実施要領等の
説明がありました。

また、交通安全講話では、会場
ごとにいすみ署今村交通課長様・
茂原警察署小島交通課様よりご講
話を頂きました。

全国安全週間説明会並びに交通安全講話

平成27年度 各種講習会・説明会のお知らせ
各種講習会・説明会等を次のとおり行っております。会員皆様の受講・参加等よろしくお願いいたします。

技 能 講 習 日 　 程
⑴有機溶剤作業主任者技能講習

（学科２日間） ６月10・11日（終了）

玉掛け技能講習
（学科２日間・実技１日間）

学科：９月８・９日
実技：①９月12日　②９月19日

フォークリフト運転技能講習
（学科１日間・実技３日間）

学科：９月29日
実技：①10月３・４・10日
　　　②10月11・17・18日

⑵有機溶剤作業主任者技能講習
（学科２日間） 11月11・12日

特 別 教 育 日 　 程
新入者安全衛生教育 ５月12日（終了）
安全管理者選任時研修 ６月18・19日（終了）
危険予知訓練（KYT）実践講習 ６月24日（終了）
職長・安全衛生責任者教育 11月26・27日
５トン未満クレーン運転特別教育

（学科１日間・実技１日間）
学科：12月４日
実技：12月５日

粉じん作業特別教育 平成28年２月３日
そ の 他 講 習 会 ・ 説 明 会 等 日 　 程

全国安全週間説明会　　　　　　　　　　　　　　【いすみ会場】 ６月２日ＡＭ（終了）
全国安全週間説明会　　　　　　　　　　　　　　【茂 原 会 場】 ６月５日ＰＭ（終了）
全国労働衛生週間説明会

【大原・大多喜会場】
大　原：８月26日ＡＭ（予定）
大多喜：８月26日ＰＭ（予定）

全国労働衛生週間説明会　　　　　　　　　　　　【茂 原 会 場】 ８月28日
優良事業所視察研修 11月20日（予定）
労務管理講習会 12月11日（予定）
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協会掲示板

（一社）茂原労働基準協会
ホームページ公開中

URL：http://mokikyou.com/
茂原労働基準協会 検索

　神社右脇に自生するクスノ木は、ご神木として
大切に守られてきました。言い伝えよると802年信
濃国諏訪大社の神官が当地に分社し、その時クス
ノ木を持参し植えたといわれています。
　風雪に耐えながら一部朽ちたところもあります
が、根回り12ｍ、
樹高23ｍの巨木と
して、樹齢千年に
及ぶ様子を今に伝
えております。

表紙の写真

　気が付けば、今年も早や半分を過ぎ、残り６ヵ月。これから夏本番を迎えます。
　近年、県内の最高気温観測で「茂原39.Ｘ℃」という報道を何度か目にしています。
熱中症予防には十分の配慮をお願いします。
　冷たいビールがおいしい時季ですが、体調管理に努め、夏本番を無事に過ごしたいものですね。（Ｙ・Ｍ）

職 場 に お け る 熱 中 症 予 防
　平成26年の職場での熱中症による死傷者は423人（死亡12人）、業種別では、建設業・製造業に従事していた
方が全体の５割を占めています。（平成27年５月14日厚生労働省公表）

睦沢町諏訪神社の大樟

熱中症を防ぐための工夫
　　屋外の炎天下で仕事をする時
◦通気性（風通し）の良いヘルメット、帽子、作業衣を着用
◦症状がなくても、互いに声を掛け合い早め早めの休憩と水分補給
◦首筋周りを冷やすと体温を効果的に下げるので冷感タオル、氷、などの体を適度に冷やす
ことのできる熱中症対策グッズの利用

　　日常の健康管理
◦バランスのよい食事をしっかりととり、水分（麦茶や経口補給液、薄めたスポーツドリン
ク等）をこまめにとるよう心がけましょう。
◦暑さに負けない体づくりも大切です。（例：十分な睡眠、運動など）

　　室内の作業環境
◦温度28℃、湿度70％以下になるよう調節し、エアコン、扇風機、団扇やカーテンすだれを上手に使いましょう。

千葉県長生健康福祉センター

めまい・大量の発汗・頭痛
吐き気・おう吐・体がぐったりする
ふらふら歩けない 等

　すぐに涼しい場所に避難、服を緩め水分補給、
体を冷やすなどの救急処置を
とり、必要に応じて救急隊を
要請しましょう

☞

☞

☞
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